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12月5日　（火曜日）
　　10：00　　挨　拶　　国立極地研究所長　永　田　　　武
　1．　雪　　ガく　　 10：15　～　12：00
　　　　座　長　若浜五郎北大（低温研）
　　。　みずほ高原における雪氷学的研究の成果の概要
　　　　　　　　石田　完　北大（低温研）
　　。　みずほコアの単結晶粒の成長と雪の堆積過程
　　　　　　　成田英器゜北大（低温研）
　　　　　　　前　野　紀　一　　北大（低温研）
　　O　みずほ基地の雪の圧密と気候との関係
　　　　　　　前　野　紀．一゜　北大（低温研）
　　　　　　　成　田　英　器　　北大（低温研）
　　。　みずほボーリングコァの層位解析と気候変化
　　　　　　　渡辺興亜　名大（水圏研）
　　　　　　　加　藤　喜久雄i　　名大（水圏研）
　　　　　　　　佐藤和秀　長岡工専
　　o　みずほ基地における氷床表面の昇華・凝結
　　　　　　　藤　井　理　行　　極地研
　　　～～～～休　憩12：00～15：00～～
2境界層　15：00～14：50
　　座長石田　完北大（低温研）
　o　カタバテイツク・ウインドの同時二点観測と
　　その解析（第1報）
　　　　　佐々木　　　浩　　気象協会（北）
　　　　　藤沢　　格　 気象庁
　　　　　　　　　　む福谷　　博　 気象庁
　　　　　白土武久　気象庁
　o　接地気層中の微細気象特性
　　　　　真木太一　農業技術研究所
　o　斜面下降風の鉛直分布
　　　　　安達隆史　気象協会（研究所）
　O　Kataba七ic　wind8の乱流構造
　　　　　小　林　俊　一゜　北大（低温研）
　　　　　石　田　　　完　　北大（低温研）
　o　みずほ高原における接地気層の観測
　　　　　佐々木　　　浩　　気象協会（北）
　～～～～休　憩14：30～14：50一
5　大気循環 14　50　～　16　50
座長川口貞男極地研
○　昭和基地におけるオゾン全量の変動
酒井重典　気象庁（高層気象台）
o　極域大気循環
　　　　　　中　島
　　　　　井　上
　　　o暢太郎
治　郎
o　南半球の気温変動
　　　　　川　口　貞　男
　　　　　福　谷　　　博゜
　　　　　安　富　裕
京大（防災研）
京大（防災研）
極地研
気象庁
気象庁
o　昭和基地における降雪の酸素同位体組成と水蒸
気輸送過程
　　　　加　藤　喜久雄゜
　　　　樋　口　敬　二
名大（水圏研）
名大（水圏研）
o　みずほ高原における飛雪の酸素同位体組成と
　　降雪の生成過程
　　　　　加　藤　喜久雄i　　名大（水圏研）
懇　　親　　会 17　50　～　　19　00
12月6日（水曜日）
　4．　エアロゾル・放射　　　10：00　～　12：50
　　　座長田中正之東北大
　　o　東京から南極地域までの海洋上でのエアロゾル
　　　連続観測について
　　　　　　　岩井邦中゜信州大
　　　　　　　伊　藤　朋　之　　気象研究所
　　　　　　　小　野　　　晃　　名大（水圏研）
　　o　対流圏エアロゾルの地球的規模での挙動に関す
　　　る研究（1）
　　　　　　　小　野　　　晃゜　名大（水圏研）
　　　　　　　伊　藤　朋　之　　気象研究所
　　　　　　　岩井邦中　信州大
　　o　昭和基地におけるエアロゾル通年観測について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一序　報一
　　　　　　　岩井邦中　信州大
　　o　南極大気の放射冷却（序）
　　　　　　　川　口　貞　男　　極地研
　　o　昭和基地に於ける短波長放射特性
　　　　　　　後藤良三゜気象研究所
　　　　　　　村井潔三　気象研究所
　O　南極大気の放射伝達
　　　　　　田中正之　東北大
　～～～～休　憩12：50～13：50～～
5総合討論　　15：50～15：50
　　座　　長　　楠　　　　宏　極地研
　o　話題提供
　　　　　山本義一，小野　晃，田中正之，
　　　　　関口理郎，東　　晃　ほか
みずほ商原にあ吋醐ラ⇒白’了万碗
の飯果の概阜
　　　　　　　ノ丘田亮＿（タし穴．イ女三易L万｝f）
　／ア〆稗に初ま1）7中旬続いモ表題砺柿しは
／975卸乙終了した。この計画の主仁後飽句ほ、
やaじ⊥、月斥乙サソブコ・フク・ヌ、ナタクに挾工畝
恒也嵌を一つの氷赤斑域暗乞、この地域の
ラ1〈．旅のZ縫力巨θ月らク＼にし、　あ脅つぜて狽ン量の叶乳
支をギ幻ん氾しE。ゼの仁め1つk泳の歪量基
盤構造嶺勢量の観珊ほ線状η・う網状へ拡充し、
内P克痙地を蕎し1ケて耳，珂を〉嵐じ気象・吻面の・観三則、
啄らばに氷赤、横造色知る巨，めのラ梁メうコア（ブー
りソグボ衷施ぐ帆↑三。針画は3期1乙・分畝、前
蓑q／？69－7／にゃ『ま乙∠L、月派・リソ5ブ’コワク’又ナタ
クク也域の観須ll、中期！ラ7ノー73に内薩基ぷ竺建宅史
ご「ご一　　1）　ソ　グ、　　多多こ装月　！9？3　－　75xミ7　ま　と・†撒　ソ　≦ブコ・7！7
地或の再剰量をタ稲つた。
　ラkな望盤の乃じし之は当初一つと考Lう政
仁ふじ峠セ丁豪裳乙す後ラ灸城が、　ξ杉頬永三61・系着・
1
フ。リゾス才うフ・ライナーラ1〈三可の伍］タ旋頑～o・ら或
後　二　乙　が’孝ll　l）、　　み　ヲ「い1な　キャソプ脅rir亘工、二遠｝面「ト
／勤o仇以Lの課・・沿、その凡そ／ooκ　η内蔭に
海板／ケ・0嚇皇度の基盤の盛エリが確認でれE
が、批の沿の緑き・山塊の拡0ミツドつ・、ス、」今
後の精査に残さMた。この全余域1噂氷隊的
皮ゾ員象学的見夕也かう表面商霞き勺／000傾毎た
4夕也域に分ら弧、島度／0θ0η〕乞ほ更に500η1を
鹿に2地蜘zケられ巨。斜面の傾斜1れ・・o・例
迄が最犬で、ぐの虹でほ緩wη・1zなり、3・・o
仇を越可ど殆んど乎らになる，　／000γn迄．ぽヲ邑
いカタバ’風の㎏洋・1剴K気圧によるプリサ㌧ド
に女互にさうぐU、／000～30・・mで鳳ブリザ’
一 ドの影響L強ひが・、カタバ風が定悌的・四欠
いて、、る。30∂0ηを越可じ風ほ司セ弟lz砺く1ま
り、晶復．3000仇が極冠島数丘ピカヲバ風のタ逐
パ・わMる。晶複1バる気菰の仏下乙風の影
響で％翻耀湧質吻の録βボ態1エ㊨項坂lzよ
リ非弗，・物2糊で’助．晴1・2…～3・・晒の
クや雪面下で品積雪昏乃の欠嘉劇まげしく、
2
蹄乙）い勤工向㌔戯漂れセ敵・・らめ乃
ボ発見さd化る瘍、從朱の雪後分ま象ご茸局次是に
新0概2・りぐ善入され淑ぼならなo・つた。
　ラk旅の琉勧い肉してはサソ9”コ・・ク地域坤
楓50～90乙η乙云う鴛外な今、すτ或でナ殊牢の角霞・1
量が’不可能乙なリ締累がワ弓らMなかつた参・、
々4と，山旅側て・ば4L耳1司を瞬てた縮宏…刻一量が、
新し最穴2・％・）ノκ乎矛働速夜鳩βめうれβ。
註ヲk抹裳創ス最穴ノ咋の下向き丞・笈臼看つ
こLが判ワ、　茸1凱の・t潅楡量㌔考、壕する乙、局
怖的な惇一量μ《、支ゴ孟、や『まと山脈附近て・｝ゴほぼ
剰笥して・1うが、能縁k珂旅流域で汀一クo殊与
乙ちう穴きな負の値を系し仁。みずhま島原の
倉地※ハ」ラk量ワ収入乙支出が⇒睡1輸ズ態1・
あゾ、　えの度合が3易柑「lzよ・）犬てく畢る多来
ゲ明らかじなつた。しつ、し硯在全体乙しく茸
酬又如抽癩氷司流域ぞプ3σトン、ま膨毎或て・
ノ5臼ンの壇加L云ラ締釆増4ら礼ち。
3
みすほコアーの単結晶米正の成長と暫の
唯種過程
　゜成田英番、前野紅一（土上大，づ岱温石苛〉
　みすほ某地で琉削されkポーソン7“コアー
σA｝くE－1ろ⊂b舵）　を甲しs、　フィルン雇1の単糸も晶米立
の成長のしh＼た乞調べ，過去の暫の埴樟状：兄
について％累じk。
　単結晶粒の大きさはポーリンブコァーのい
ろいろな潔ミ⑳法片の倫光写阜わ＼ゴまiL度・分勅一
器｝て　よ　1）　，　米立　手　の　最長そ呈o）歩自度・分布　と一最大内
梼円の直径の緯度タ布屯求め、それぞれの算
術乎均乞計算するこじKよ・て沃めk。得5
れ・巨結晶粒の大きさど2xし，し『、さK対して
目密・r（のρ＼いナ／図であろ。結晶粒の大きさ
d約30処まで直緒吻コK壇し，30仰以下でAの
延長線h＼5はずれk．30輪人深の線の引き六
昧，B仁Bのようrよ可自巨ノト生わv考九5」ノしる。βの
萄分はAと乎行に引かψして、sる。　二の理由は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、B’の哨婁日に瞬弓フ量PV極度1て少はP＼．K斥めに
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才1図；結晶粒砿ぶと深さ刎拍繰
！ 口者的K禾責っk暫七1工により削剥さレし，　こ（η
日4唄目の曹の層が、井すほコアーの中Kほヒκど
rJf〕＼った可旨と・ト生わv（ある「三め匠、あ・る。
　カユ図の直線Aの｛峻斜わ＼ブ家あられる威長
速／、度（ワ茸）巨4色、文寸し豆Lノ妄の2董L歓（エ／工）1て文寸して目盛
つkの1〕VオL図子ある。　たビレ，威一長速ノ、反乞
計導するKは，汁ずほ基史しの過．ゑの与間三rレヨ
塘補量が叉Li零匠あろPべ，ここZ、吐50、ワO，／00
　輪㌧ヒの三っの値臼吏，た．・印1ま6・w問く
抹の・、ろいろrよ墳ナ恒求め伝値τあろ．与間
5
堆禎量乞ワ0，］00％拓毎rとしτ（場合の1直は（わw　の
末め仁値の乾囲の下預および上限にあ。た。
　冴弓“ほ基レ也はカタバ　1＼矛2図手結晶粒の睡鎌と
地恥あるの乙髄富　　△・綱幽゜°脇
¶物ヒめ1（削皐・］され薫立　　　　　ぢ゜”
鱒い。い・し一肋馨
弱弓ラトー基地の単覆
紘晶粒⑳威長のしh＼r（10
Kはコ　∂十すほコアーK
オられる‡斤Wし曲がりは
　　　　　　　　　　　34404・14、2434、4∠ト546汁らル／しrJD。　　　　　　　　10°o／T
　もし，叶才ほコアーrミちのような時卵廿ば
P＼っ仁じ葛耽ぼ，迫線BはAの進．長線上にあ
るは寸てある．二う考えると1堆楕量εワO膨5ヒ
じしセ哨・りめ’の時勢三1は今力・㌦約aワO耳前に不目
当苛ろ。　4仁、　30m以i斥乙σ）ヴぽし1まフカレン内
K結晶成長に累ク響主与2し得るほとごo）内音9応刀
わ＼い生じZいるため乙も％え㌦ψしる。　このぐと
について礼挨討する。
6
みずほ其ゴ也σ）雪σ）圧窟〉気41美ヒの函係
　゜前野魚己一’成田英忍（夕し穴偵湿研）
　　極地の水床は、表《動に楊・互隣宮がゆつ
くソ℃兵震・π丸のτ’あゐ．ノ圧兜は一雪㌘手
の徽硫困パ充壇だけで汚＜、隊壕ピ塑性敦物、
あろいは一融謬勾種調磁騎多サ戸ゼのネ翻醜
圃イ干1艮たを⑳んでおラ、んの才獄’て遜序一＼古・
池垣、戸切（瞬1曾竜）、〉の他の昇縁豪件七
蜘劃・1知ぼしていゐ。ニユで口、みすほ麹也
で極百’1ユM仇寸ミ㌧ゾンブ’つフーの／…琴の却余の
厄露の縁∪㌔蕗度介仰力吟調ぷ旦・払の気候
ての陶連μつい／（芦寮すろ。
　　楓の急田い曲争毘は、う『4ヘカζ，牙ヘユン艮内3／人”
伽3釆日牟④推劔測障ド四鉱寅の数夕くの
柳1已結塚花㊥螺レて甲梨・τ・、瑠ぱ5・㈲4口
守均宴玖令仰τ1あゐ。翼笈550kg／㎡（温弍⑨耽）
ビ斗Okgμ（55敏）値且に硯　bM一工）、ゐ布れ曲
う悔、艇のづK7i6でこし㊨賜」ユれ、汲の篠ド解屍穴
鋤・・⑭．市肪ら、雷の后劇ま、蜜度力ぐ
7
（Zば筈大殊の躍宮免填に調当甘ろ5F叔）kぼ／㎡｛二
〉互づ乃書℃は．／汀堵乞与o、才多助）仁よ・で皇循吃
橡微1か・荻’夕）て旦行すろ。し・・レ、宏復ゼ
550㎏～佃3芝憩L万ど／『9味立をはずか†τチ〈在砂の
で、万∵ぶ機祷は敬3の怖塊や裡ピ愛物｛こ姦ぬ
ゐ。寡垣・沙Ok3μで（舌可ぺぺの呈搾・巾ぐ劉人泣zし
泡〉なワ、λれ以上のπ曳は気もの収紘ドよ
つて遮4そ一9み。室頂ボ写与○あ，よイパ⑨午C）k警／㎡仁
マロ粛い舌、んの璃祈の湿臓や駆鵠｛・」・
て恩ナエろ。
　　一プ、35巫（鼻7貝ワ50kWMち）4寸」丘1ンは液雑
τよ批れ曲7wで賜われエいろwミ＼　ジの層・因彫細
▽傾に、氷パの斥劇・閑脳「5。・8・の殆
貝日」花イ吏って、「兵含雁家じ惟イ象老丈（㌦）」　吃旅あ
玩。づ｛（床｛一ンあ・｛↑万鋸重す㈲の凋童たカ〉亙速
承完孔れだれσ乙も〉司れしボ＼伐は㌦＝6／も
と足義・dMみ。図の塁、い檀域降、　みず1♂基地
の馴峰強与もA－（∫・輌・）W㎡し℃し声讐
／れ∫三縮柴恒恒散で・あ｝。伐のイ（亙｛ま㎏1噸（1職）
Pぐ斜嬉しτて辞〕租の八也リメ〈旦悪・らイ直℃｛Zl硫㌧孜可
ヲうが’・礼躍や母6一里の雪のイ直（K・」｛輪，眠の
よりΣ箱ぴ」二え大さい。
　　寡垣フ5・kψ賄血1・ポ鱗の不線別ド
知痴）て㌦の巫犬バ規われ丁・・万つ“＼ンい急、
ンの号の慮ボ堆禄しτ・項、但の蹄泉lr｛・其べば
雰沿仔気候パ帽川雇期｛旬璃縮し・見の仁め
（こ虜の稗旦〆力萱帥（・極φてち凱戊川・叉仔
口二L鱗塚℃1さろ七、あろウ。
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　　　あ乙ずほボLリング｛ーコアー〃）履タ立角琴祈
　　　と乏候変ノ巳
　　　　（箔プ（、7ト圏研）o涯血興虹
　　　　　　　　　　　　　伽藤転雄
　　　　　し丘1萄高専）　　ク左集和劣
　顔極およ〆ゲ’トフランド嗣〈％のホ㌧’ノ
ンプコアーに残され仁瀦言乙録力ぐ占乳ぼに／幻フ
る楕転ζ俊候啄うつ之は撃知の二之であろ．
参研究では、みずほ基地い4ついZ掘肖りごをLに
約／ξつWの課さに遠才ろポ㌧リングコァーの
層位解折ヒ磁素～司泣汗ラ則え一ζ行い、み丁’・ヨ与
原いお！ナろ堆雪量およびま面状態・（膓剤受蓼？
1ニフいて考穿し7こ。
　揚泊りされrニコァー1エ北ラ毎蓮丈’ラ膨温乍レ〉葦后号
兎所の低温室へ輸送さ　L、吃こで屠・五所1ぺ
行い、その詰果1こ基づいて衝貧≒≒1三］位’÷測乞∩
τミ（めの診久料を才釆肩之人’こ。
　カタノ・く’雇し〆）累ラ響もZ翁く隻1ナていうみ・了い～ま差当
原の表面1鵡雪一肩峰～｝題宿の諸状庭千1・あリ
績璽鵡｝劇顕室の妥良状態1ミ逢しrゴ㌔績
雪量ヒ肖ll勧量の蒐ド当ろ量が表面’錐習すゐ．
この堆1蓼1璃層の～彩セと考乞られ、ゴし臼季
位層ヒよぶ・．みず’ほ高原の一去面1工樟雪，肖η睾q．
蓮堆雪ヒいう状花ρ地城的，時佃的｛吸化し
Z．いろ却り痴Z曽あ’ノ、堆雪の生こない雪1面
C恥到s吋α・ばやKきなサズソ／レギの出硯
て：’†寺得ヌづ’けら↓｛カ1し也戊聾Z”あろ。
　そこ乞、コアーにあ㌦ナろ脅境粁あ・，Fぴ’単佐
席’り特イ才ジ諺｝で、叉いでいくつク＼の単｛主層か
ら／。ろ昂滞ζ来めビ。　二れら∩、培累乞気泌の
彦Z川南］川特“揚供し之dしろ疏素同位
〃〕征けヌ㌦め！h櫃力＼ら，みす‘1專高原におけろ堆
吻量．的よド老旬二」ズ§ξ，の毛互ノ］委勤を乏候斐〆仁ご
りぱ1週川，おいz考穿（（、。それらのま壱果ビつ
い7十／∫ち！」ノり。
3愉憐土ヒ1てお滴＊亮表面の睦・灘
　　　　　　　　線牡…理行（⑥彬研）
＿ユー：南砂十彦表面ゾの岬季ヤ揉
締Kっい㌢話、劫岸裡ヌし魂重袷、いrみ尋レ《ノゾ
勧酬は邪写、一帆攻のうっの哀・龍の役駒
態1舵封1方｛～ど淳伊ある．　レ」い才う1乙存衷面Kち・
咋㌃葱わ・斤ザ覧∪の支牙Σに累可1乏割レ、セ・“、
わ僧．γ見し広妥面据隆（積庄）εゼカ多支5
小い・ラ裳ブ恥〉。）／の舌ク匂観裏Kレフ・
101得穿1吟ダシの1キ陶｝1争｛Z鬼イじ（1〆隼ノ¢．
ぽ，眺，瑚‥）・魂剃蛎テ・臨
　え、麹鋼力1》～：目苛華互／磁遊署．の剃旋4、
了θ¶・シレλ躍。㌢〈透哨辱1がラヌ．シャーンφ
星∀彩レ劉訟《〆ンのンヤー〆ケ聞・糾
β飢み・丘’て古色あσ妥面ザー篠・’てぴ吾8）口叱
めτ＜。封別・え轟d・自蓼，描2の脅2いf『r。新・
　ラ、編里：
　　①紬・昇孝髪の季皆芝化一図少K5・あ5う1《
9θヰ切ε傷、＜裁鵠茅蝕がシ崎季享域くVノ与
み。昇華そ肉ヒ・ンク訴．太．暢高度’〆暴オ馬・・
吹．日丁切Ki陽1わu人2レ、る。
　　②斜面別昇華量：北斜面ピ最丈、南新面
介撮小）匂ソ、〈Dの紬毘ピ／を毎Kロ駒じの租
闇ビ南u（図っ）。
　　③魏q又乏じ
塀葦・稔縦：図3
1＜ば、　団ユ］いシ
拒胡τ〈E，フン
η聖雛1収支封
1て舌をK！噌老
扮斤ヤ、㌢の彰包
♂〆㌢あ与。0　　、778．19．11。1111、21。81121
し4訊x’魂z・あろ。　｛郵編醜．糊嫌面胡日撒脇∂四艦翅⇒
夏瑚の昇薯の牲　・　、…‘“凱㎜　靹
駒ザりζ逐）＼ン丘ノ
ザ冷㌔。
　　④瞥ルし反支
し特葬・灘毛；㌣　　゜　　1°　°　　’°
撫号1特羊　鷲飽驚；：竺鵡鷲㌘霊
　　　　　　　　　　13
noじ　4vallable
304mq／cm2 186mg／cm2
そ・才川～沙dへθパ＠％・プ’女⑳㎡駆γレ毎る．キ｝旬妄
壕鋤差昆偏78）｛チH爾㌃凝託の今生幼・創ぽ）・
伊’、冨卵の身孝の彩響・夢大3い（園ル）
　　㊥昇ヂ磁露レ養面磁髭：五面クラヌrグ
の形万X・4年爵1舌クラ
スr6シレ惟76∩イゼンピ千
面rゾの（身考L），磁｛遜
ゾ賠・％嗜當21
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図3　ハk緬σ泌Jlヌ吃（仔アKr＾博ア鼠1）
　θの醐鷺膠、朝‡丁にあわ聯ちτ〈6）2㌣a’覧透いτ〈。
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固牛日別表面収乏（顯）
㌧・癖・2馴を（調艇憐，⇒
防蝉抽匹・｛砥の縮化
レ丁と¢C軌汀移ルの望ぢヒ3
カヲバティッフ・ウィンド’め「司日寺
二忌観剤パ・解朽（才1報）
　佐々木　差（気象協合・づこ）
　　　　　　　　　　藤》尺 祐・福蒼　南・臼工w入
　（気象庁）
　矛13沢南」壷拠域’観ラ則隊φ気象到王ほ，　そφ走奴
冬中に鰺凌の協♪毛得て、基死とみがえハ2
（51‘、’日4汀・F／6）の二」薫・rζ゜， 1司日寺にラジニ『
ソ㌧デ亀飛揚レ、ぬ五ム右砿ゐ・観測詞了
心・医。碁τ℃は海校／5玩，み〃・えソ後’○基
　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　 ?地力・；幻／8．4メ偽離才～丘．尺oる斜倒工、泌干反5
∫4幻てあり，海寿〃・ら’」約戌㌦の地、岳ぞあ
多．†1あ’、拍・えりか5基氏のほ1蕃凍方であ5・
　イ褒用　ゾン　ア“18．　　ル　ー　テ　ン　吊　の　ゾン　デ　で，　ゾ
ンデ1詞ほ、叶・・川旨和易・毛パ違鯨東
ピ、碁促飛湯のも・K・、四’」．ロケヲトレ
ー 〕～、一　テ∨　メ ー 　ヲフ諌．でノ彰Σ一々！受f≒≧し／ジニ。　 3ジζ．
風の1観ラ則1（あK・て11．　みρ・Lソ詮のものK
っい之α残処でκづ「ドライドKよ〕気珠’正跡
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を行r『）・、差x飛揚）・分1（っいZl才、オ伺調…和
岩（の÷乙緑Kよつ区。
　観剃は．　〃7ユ孝4存3θκ2匂，／／万3θ
’て　ユ　｛珂　，　！／月　”z48　！ミ　2　座7／　；ナ　5　μコタテτ・｝　フ　ジ（9
観測1司数は少rよ幻・・kヵv．　女月3θ・毛の’」
急敷1・三⇔フ・P‥．／川・σ・‥σ，
ジ⇔フパ・い・ものノ〃月2娼・諺の’7、り〆
ら・㍉舜ンプす3わめ・、1手ぼイベ覆例。v提膓
らト宮。
　倫畢
1，　午1図に4冴3日07時1ス雀旦剃ぐ♂丘琢の
　東⑯民秀遂1丁面図毛示す。
　　づ「2図11　間日同碕家）1ぬラ診イ〕L断直〕図であ
　3σ
え、捉裂面付止・才z逐1μ刃N針面1・乎竹であ3。
3、最アー風迂聞作並軌楕・商後1・寄・・…　あ
　3い、｝）乞d～以下で、　文め風速1才、　泌衷面ρ・
　ら立鉱庵1でφ数湿似後にほ1字ロz倒33。
4、　きk．迫転漕面」ハェ郁1二．風止の昼ナ
　面が存在す3。　ごトほ．　膓匿夜風の彩響パて説
16
　明之れ3．
5　・ノレ／イド角軒rのΩ釆，史面・遂津云層・
　向でほ負，文め工淫で15正，⇔くσ、×
　の正城・工考？で再び貞《も｛乍3・も合バあう。
　伎・て循鑑、才暑一で、τ・子♂。
ら、応薫、方臼禰，気蓉観剃から，斜向r薙ラ
　乎鋤qr遮伽苫，斜面・最、る／立、嚢、きで16ぼ
　一艮ズ、　　2、φC右i果X　、延長でミ　3　こ　じ　を　3・ン
　ヱい3。　1k　　吃ト」、1亦釦ξ、但’1でσ．　斜面
4000
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に膓ε・て蓬伍が工冒レ、下吟気流・存在を
了、喉・てい3。
ガ1図風の索面ぺ分♂τ旬図　　　　　 ケ2図夕昼位切俵ケ直1図
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梼ナビ気層キの借1細気啄、蒋’性
真本太一（殿技為）
　わ1※豚の気哀祈1究観三則とロlr　7・年2月
～　1之　尽　に　20帆高∫隻　に　耳ヌ　リ　つ　1丁　荘　超　音三皮　反し）速き†
㌔吊いて乱のζし4丈♂奮旦唄‖Σ行なっ尺．‡妾±ヒ気
層の杖層状態は約ヲ曹liバ専定であ3．ミのよ
うな条（千下t二あ・い一てソテ∨一ドソン萎女（Rこ）Σチ旨
標と1て乱β気替忙芝o月；6・｛こした．　得；＋た
結果、女二1～あよ3～まtハごあ3。
　20帆高度の皇直宥、司∧平丈今厘t速は，水一平オ
向の乎均庄し速のる：）レきであリ，そのμヒけRこに
対l　tは4虫立τx3．
　水♀徽従（り，，L乎横（ひ），篁直（ω）オ同の
ζL4ぺへ蕃票準偏差あ・よび20Ml《～1奮の乎均風遠一ビ
厘ン負瓦てししrミi直、よRこ1・対1　て指数1萄薮的｛こそ
塩ゼ十蝋少参E、虜壇ゐP33。
　棟羊偏差Σ摩擦速庸ビ除～た値、工織、・対t
τ力虫立で友リ，　その値はW，⇔・，W』、ミえttて
L80，1．5∫，3、00　＞　なった
　　　　　　　　　　　o
18
　才づラー自己相南1ま萎女からホあらぷ3・詩径受
的な峠向スアール・U，ぴ，腱オ向・比は，
3．‘川．？一となリ，渦・尺ケーし比Σ表あし
〔・、3。　また最丈言し与ハスγ一1レ｛なR↓1こ素こし
てう虫立ビ蕊リ，　そ∧しし1よ上迷〉同じビV3。
最」・τし与はkL（こ対1（増力b恒ミド、　V〒1ζ・・膓。
　スマ’ノト1レの：［ネルギーピー・ノリノーマつ
4ズ1亡1吉1ご皮1メ1才1～（ド素il∫14†回～・、ま±曽力P，
ひオ～・いバま一定、ωオト1ビ、苫滅’｛・』B4繰あ・
得；未巨。エネ1レギーし゜一ソは尽きA壇加1：
つれ疋，舌EU，ひ，しv・文｛b、あ1”目1・ふ周竣籏
τ式1こ移勤丁5。
　♪口に1年向れ気候着’性にうい（報告∫δ。
　圧し向別の気ミ畠4頃度差にっ・、（冬季ド1≧定ビ
気》畠イ頃斥力大主・・場令’、ま巳Eカ・らsさvv℃蕩ソ，
役＾逆1こ§季でけ子宙定べ気ミ監1頃戊＾犬ε・・
場〃合1ま3，s3wゴ王3．
　屋礼速と気ミ監化負崖（こ、、、て冬蚕は隻）εし〕ズ龍力・
ら1午ワ）ざ位まτぽ気遣Σ傾度は急導えt・三歳少｛，
そか以上＾舷し速τ、t綜やか｛こ三議少し～・・3。
19
その～王ヒ§季τ・言麺凪ヵ・ら8ちま・・、よ不嘩定
が急淑・・滅少し，そ＋以上で’、寸一定値・・な・
㊦　い　》
　　　　o
　風速増ヵ・・よ3気温上ギ1・顕著い妄イct芯
‥X－L春（1・一印），廓P－，之月），秋（
3，鴫），冬（㌻）　柏・・対日齪「鬼
当ソ・．・〕，・、B，0、3・，0、90°⊆・増力・εボし
・おり，詩に9，3月・“、まo・，8’か1之目．ビ、才
o、薦゜し・増加芝表才，Lい・3。
　気温・隻・堪1頃席ピ、よ与向き通じて，気温ろ・
ビ」上昇B泳・・気三温傾崖力・0、0・57°C／吠低
／事5。
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斜面・下降風の釦直・分布
　　淀蓬薩史　（気象協・会・箭妥汁）
1．　｛舌cめに
　律X蚕％4ロ蓼挺ゼレ／ウィンゾソデ1（ンよって
観須llざ右色，衣修斜⑭を吹き瞬りる1爾の痴｛貧
ノ分脅玉解祈｛，その物徴を惚福θ多9修劣怖℃
時じ綱べち．吃1イ、エクマソか逐常毛
デ1レじ佑げるを傷階釧舛・戊一継ベクト
1レ砺纏有仔θシミュレーンっソ葱御宿った
zシ3，観啄アデ／タ〉パタソが／多叉づ力忽策
が得ラれ杉。
2．『デ〆タ解衝
①03碕のレ／ライソゾンデorデ㌧タ㊨肉，
　快靖（留）墾1臥下）！ご姥）ζ】鼻速が91m／s
　以よ6）老6）乞像囲
②1昴領1｛罫速θ郵｛亘合年ゲータかブ止平直脅
　献／分の】鐸〕免乞zナ障（・て，瓜分偏一ρ徹例じ
　ク・，て乎楊1ち後〆琢θ1瓠速レ髪稜｛杉。
③㌘裕の銘直右㊥1才把其㌘裕φ’ラの備養危
　数例じクワ・乙坪均1ち。
④⑳逐函後｛才sそαり」鋤．鋤コノρ絶（二s～2吋～（期て
　必〃ノ在像用し，データ包数例じつけて乎
　楊1杉復〆把ピφ・ラ200fm与｛O貌取っち。
qぢ
?
lVl　lO％
川
后3・2
1＞和P　一α7（℃）
蜘陥㌔P．’181℃
S叩ω⇒
loオ
5
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3．数値計　毛イ”レ℃シミュレーンっン
①運画動牙綬哀
・一 圭（K昔）＋f㍗巧）＋6＠一θ）・初一巡1・
・一 ☆（K農）－f（u当）
k一迄芸1て／了1麦／戸　・一（3）
9－（1＋12芸／L）女べり
牙一k］：　　　一一く㌃）
緒f－－K豊　　パ6）
弘一彦8孝／劇芸一くq）
　　　　一く2）
②境界条件
　V犀o　of　2＝Z。
　V＝1吻勺亘ケ＝oαfZ占
③イ友褒つる宅6）
　θ（・），乎），㍑θ
④多己弓の多盗θθ
　＠：仁南6）福イと
　ol：斜｛唇2㊨η面乙
　vξ：籔岳磁勧Y鞭θ疋萄力
　　　包な駕†｛εキ6）
z
　　へ薗3座標軸の×り方
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κaτ4ムa亡乙C泌η〆Sの古じ充構造ニ
ノ｜＼林づ隻一〇 　　．　ノ∈i　田　　　　・美二」　　　　（：戊ヒ、犬イ1£ラ】｝】」ノ研）
　　南極ガ＼床斜面よ二の　犬気境肝ノ脅　1ま　，　）含気ヵベ
斜面が晋降するκ蹴ぽκ風・二よ．て特徴づけ
うれZ・ぽ、南極ラκ泳面ヒ犬五の相互作用り
研％記つち二のκ磁垣↓・風の構造ε解岬
す3ことがぱっ宴婁プあか特’・，この風り
妻直構造を決定担た凶の必要な要素牢遥
勧量，熱，ブk烹気時寸桔渦拡散係数の値，
κκ，仇〃ノ　で1あφ。焔良歩・牝ノ乙〃ジカ〆∫’匁のラジ∵オ
ゾン　デによ　φ：温、度分布の漠↑定かう　，　乎ノ句白ワな
κ・値は／03～／ゾ伽クタで’あつた（・〈祐乃77）。
この値’ヲ〃・評んα形の地上乞漠陸さ鴎㎏
の値，／・3㎝％よク’扶き・1．ち1菊極氷康工
の厚さ／000〃てノ’ん〆トのフ（そし毒乞界／魯’ヌ弦・∫接ナ也逆
転を彩成↓Z’IZ，委定なた五プあφが㌧冷
気が厘力の作田ビヲ蒐制的・・！・－2・％の速度で・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ斜面を滑降しτ・弓ので，地上／0測・勺和接
地質層の　』ドソン数’ら・．・・2＜尼・＜…4・の範
21｝
函で（㊧1図万％知基地固辺の乎坦ロ海＞K上で
のイ直ノ0．030＜X2’＜／0’こ♪仁！ぐ3と安定／度’《≠ノ／・：き・1
（真木，／97zノ。一般1二民り値が1セ越∠珍⑫戊或
τは臼然、発生の乱ラ記は包速にラ肖滅し・掴れ1ガ
イ5弓プ‘・、。　IZ；＝o、04のようrr琢ノ1・さア琢イ直マ・毛ノ‡妾・
地気雇1・あ日寸力古し：託を広く弱めうに充分η能
力を才手っz’ノ後。　（か乙！2《〈o，o／のプ易合に厚ノ
れ三えがψ万LψZ的よく発達Lて，ノ囚遠・ケ移ぽ中立
状態・時の対数介布の法則が近久的・・戌り土
つ・〃・グん6〃アにみけプ，比藪的・1・さは碍つ
値は，重力のイξノ宥・”冶気の速度が雛’／旬・・丈
き∨・ためによラ才憂紅の生辰と，）含気、⑯の頂（
遂転層上抑の境界ノで形或ごれプ／勾却重力波
’こよハ強新的り」髪ヨ乙の発生が’，焔τヨわ財／c風内
の宴定度をノハざく（之”φと考zしうチ〔多。
　　／9ク3詞一開’・物励⑭z‘’ヂテ・た毒地
醜飽則の純果とフ3齢超痴皮風速計によ
後顕の右し那し観．累］の結果に／フいτ報右す後。
　　　　　　考％女敵
小林俊一（／ラウ”南働K床斜面工の大気毘署
　　　　　層．矢記牲，54r－551．
真木太一（／ラク2）南趣の垣ラk．Lτ・1づ宴定状態
　　　　　下に的け多権地気層の観．ラ目）1．天気ノ
　　　　　1『，41s－421．
一 qo　5
????
??
0　　　　005　　　0．｛
　　R；
穿1図　　R、数ヒlm高さの蔭L遮Ulの度1係
　　　　（／97348～タβ〃’〆。（玩ザノ
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　　　みずほ高原における接地気層の観剃
　　　イ左々未浩（気（象協会北、海道）
1、はじめに
南極大陸氷原Lの特地気層の乱ラ礁造を調
べるため、／筏年8日中旬ガら／ア73午／月中
句才での期閉（第／3ノ突隊）、みずほ観剥拠玄
で・乱ラ充観測を行二つセ。
2、　観須‖のカラ去
　平夕勾量1を須］疋するプ三めに、　／（ク％赤゜一ノレに三
杯微風速計と白金埴抗ラ動薮計を、8，4，之
、　7，　08勿の高さに比しリィ・寸げ、才た、変多o
量を劉定寸るため1（蹴ホ゜一ノレの高さ4す勿
に超音ラ皮風逮ラ孟度多十を敗リィ寸↓ナた。白金・抵抗
温度多十による気ラ姦は建系売白吉Z言Z録し、　風・速の
く鉛直分・牢と乱流の観劉Q『随時イ了つた．
3、観剰結粟
3．備度8勿と08勿問の気温差
　3時閉おさの気温の読みとりがら素めた、
高渡8勿とひ8勿聞の気温差（／・分間乎土抄
の月別階級別出硯牢を表1｛こ示す。各月乙毛
気温の逆転の出硯率が高いが、ナセ上風が強、’
〈6月殉、ら｜2月ヨでの装日間の乎ナ勾風速しゴ約／o
ちの』にo、8・c〃踊度払上の非羊に強y・
逆転状態の出現率し寸低力・つセ、
　　　　表　1高度8mと0・5m間の気温差の階級別出現率（％）
3．2粗度長
　宴定度が印立に泣、・場合（0くFZZ　4碗く0、03）
で、カ・つ風速の鉛直分布が対数分布に従つて
いるピみ灯せた／9個の風逮金合直つか布図ガ・ら家
めたを気力孝的粗度夏z。の乎均値寸ひλ3ヲ碗
で・あつた。このイ直は昭4ロ基地や丈4σLL月幻司江
で得られた値（真水，／ヲ7／；を達；／タ7㍉小
フ胡（㍉／ア75うよりおZお」ノそ／オそ〒っとこ一ミ≧＼、。　三4て・ゴ
、丈陸氷々上のサスツノしギの凹凸のためであ
ろう。
う．3鈴直楠
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　高度4勿のリ・ナヤード・ノン数，隣（高及閣
隔，08－4勿，4一θ勿）の階糸・鰯IK求めセ〕聴
ヒ気温の平均鉛直袖を図いこ示す．ギ定に
なるに・従い、風逮は弱ゴリ、丁対数ユ袖ヵ・
ら「対数＋直線」バ布くヒ変化して・・ろ。気
温の鉛直分・布せ、毒こ定に灯るに従い高度4仇
以上で・の気温のイ頃さが犬きく有ゐ傾句を示し
て・・る。高度4勿以下の気厚で1寸宇定度に関
イ系廿く気ラ温の傾（ぎのナ、ぎぎ1寸委頁似している。
Yを定度別の風逮ニヒ気温の鉛直分・布の平均値を
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用・・、McVE艇脇）の方
〉去　に・従って三ド～ろイ三　s　（
二 念念りヒ％の関
イ系を図2に三手一す。
o
地炉（ψω
5
図　2安定成層における風速のシヤー関数（S）と
　安定度（Z／0の関係
　　　　　　　アくてハ図　　風速（U）と気温（T）の平均鉛直分布
田召ノ始基地）にお｝す3オゾ・ン・全量の変動
　　　　　　　気象方　　諺坤曹典
　％牙ワ基ナ也．にぶげ5オゾソ全量観ラ則は／9∠！卑
（第ま次）t・始ま・マ以来，ぼぼ連認しマ東
施ゴ。杁て　ヨ1た。　ノ吏一用した器オ鋭はDob50n　のオソ”
ンィ分九光、度計で，　そめラ則定＿原王里ぽ太陽夫⊃の蒙：
外款泉‡或にお＼｝てノオゾ／によ3吸淑を受け3
砂　Aか違一う2つの液長已呈ぴ・，地Lkお1ナ3
迄の3該良工し亀鋤足すδい、うじのτ・あ♂。こ
ぬ1こよ」オゾン全量」恥φ算胡式は欠のよう1ぐ
な3。　この中で〈ム、！＞oほ副定値）μは才ヅン
層巨亀蓮了♂太陽穴．線の布舛的路程で・あ3。
　　　　（祐一ND＞一｛（戸一〆）仁（戸戸ノ）DレM－｛（∫一∫う戸（8－」㌔｝μcε
　∫≧AD＝　　　　　　　1（〆一メ’）ん一（改一K〃）のノイ
　　＝嘉券　一タ（伽㎞一例）
　香留愛化、
　島緯度に位置寸」賂和蕗斑」1こぢいマrよノ太
場高度か低くな」牛月●も8月dで・の期倒は
太楊1じ1・よ己観測はできなガ・た。ただ／9∠7
30
呈（第／・次）↓。は，この期向1・月　い・よ3観
謝ξ行い貴重写データξ得・てい3づで、デー
タいては不†分ちか賎糠仏ξ検訂寸」際
1こはこφデ～タ　もイ更った。
　図いミ香辞変イしさ示寸．更の仏りヵs除々
し・滅少し，ムの初めに最・」・を記緑、ての後太
楊高度，・・L」・・っい・㈱1ゴ脅加し、春・初
易ガも急激に贈加しマ夏の劾め1ミ最大ヒな」。
　経年夜佑
　図又に月別kみた経孝変』、を示してあ3。
茸kよ」吏勤1穗！，2月力・最叱小ゴ＜，オゾ
ン量の今い／o，〃月1工茸一1二よ』項彰力↓犬きい
、〉足ヒノ％6卑又降／o］王倒つイ峻向をみ」ヒ，〃
， ／2，　／，　2月の」髪＿の期r司は1手1ぎ一ノ£二で，　3
，ラ，！o月の春，枚kはヤヤ滅少の峻向が見
るぬ3。夙ヒのこしガちごく大雑キ巴1こみ」ヒ
，過．玄／。年向kオゾン全量は1蓼ぼ一定一か々ヤ
滅ケの傾向ヒい㍊3。
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オ取域大気循元裂にっいて
　　　○㌣島暢太宅㍗（方1大惰災御）
　　　　井」一一玲セ了・（　　〃　　）
1、　ま、えカぐ寸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　トここべ、お争極に劇丁ろ気衆現家屯測足寸ゐ
、、みた，てビのよ．うな観茨パう計阜ぽたてゐ
べきか～：っいて述べたい．　差の儂めには気’衆
現裂には昆考戸司的に毛1亙間曽勺に弍いろ・、ちの入
ケーしの弍‥ぐ鞠互・…・陪借・合・マ・、ろ
こ乙、こΣま．目すべきギφ～ゐ．　支た向村z乙北ネ亟と
の気東言的惰且の差顎左考えゐ・乙によパ
向極での観州Lの碍題臭ヵぐ日ξらヵ＼となろぞあ
ろう，　さらに自由大気中と地向近一くっ梼肥気
零人ノ㌃‘ワ↓え勇＼ヒの詞ミヱ．作伸1そ失w㌔べ’きぞ’又つ．
L、南才互とユL木互乙の相霞茨一
　、萄北后！半疎の午喜ノ緯度のヌ寸「丘／麩上苛の∫丘f泉．
吃レし較、すち乙、ゴヒ牛τむイ啄、毛・己行ぺ烈、しくて南
・い忙ガ分，ぐ大きく、椀砿何匠・品の蜘い垣L
勉丘はなれらこと択多く、才五t版の；気綿×パター
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ン1プ蔽助的、・弍一裂期的lrX〆カ・・故い・．一
方、向千・オ‥ヰ南借度で・・ほ‥・・竿・ば・巨．
大・仁佃司丁ヒ底の品い1王てκビ芝咋角・＝みち。
、旦ヰメ＼茎ノ司・）向ナし・稔達写若えちてき、　共二にく
ちべて斥｝扱付近ぱ畔き号がきわあフケなく、
した・ご・・極め・気1旦ゼつκ菱気晋・曳動⇔
ル，あユわづカ、ゴ跳ろ．　南粒人彦っ〕■、辺ξト’二ぽ
低気圧．↓生波彰刀力ぐみ～川ちづ＼・互今媛L才夷・4ナし才改一仁1
］上、・軟べて小±人内彦（案くイ登＼寸㌔こと’エま
れ、・女与．よプ・南勉・真’で’47・・吋吹下・
・K卸気・ヒヒ較句魑島な嫡雇・はア鉾果羊恒
30　00ぬ臥上．め烏山t真’に、づ有在L方・・．　塑＿
K叉・・閏・て・勾¶社侯’Ωし捜佼・・較ベマア’・
べ・ドー・・大イ富リ、互．はヲ又知（上巾）てふ・
、・ 　ので翅．（上．ま・よ・び丁向±⑳牽亀（乏段ヴ、1ミ／1・寸
い　0
3、　和大胆地て駁のた一気縮ラ‘叉
，上辻・上うい舘れヒ咳で・エ討「礼堅上却での
手午方伺パ〕い詞パ、，砲昂葛笥圧い・垣！
　　　トていゐ馬ち，圧1工叉明ガ亘・ご上の肯らイ己・・もの
34
乙芳えう川力・・力す的ぺ日…ビのぐ～・・かに
つ・、一（1い更、・データ。、紋い、．き引・南枝大
佐ぬτヒ守「”ノ乙の｜｛鉋、イ朱・し莞え収、ゴカ～・る・㌧現衆、
弓い｝拓プたい・1工大乞（下／肇…　方1岐洋’句
な斜面）脅にょろ苓散、エ吃の上の／脅の牧象、で祷↑
償⇔｝Lろ・考久・しわ・一パ弓・・バ、・斜面風
。頂互、。塑的力う的一上序た’る（。缶・垣して一
　　　　　　　　　　　　　　ち・・毛考えろ・、南勉比・じ。尺隻（衝ぼの凡
動カバ斜倒君…・浜㌔・尺人3の鳳行き過ぎで
みろう，　フκ倫汲に「人・て呼含し7由1芭1寸でと“のく“
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ弓へ佳管メぐ正・未出主ちかヵぐ胃∩］蚕で葦タ；・寸入ツ
しギの£う・・，1パ艮堤の凹凸・ぐ主役吃なLてい
ち，ぺい尺な“．吟宮の弍い・なら太亙司ぺ・
「勺了茎キや⊂厘ばれちメカニズムは平均IKヒ士ち
礼の£．う伝r負、圧に輻って矢亙昨悟㌧・・～軍一ゴ小つ｝弍
のが多…　さ収て“ろ・ミ伝’る圧・・二・てど×こ
主可内隆、．ビ・八だ叶浬1ゴ’hろ・一パば人衛星の
音斜・今便地もで厘閂‥い巻じ泣・｝和に仁・デ‥
一 タ写っき信｛1％礼テれ．久叶1民ば’フ弍テない
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南ギ殊の気橿斐動
　　　　　　　　　　　　む・1・眞男（刷”・福益璃・亭葛祇二
（気叡力）
　南極犬幡も宰、い・南半妹・比骸負寸データー
♂吃3，k民Σ観・旦蝋ハ・数帆、緊はば．嵩唐題
罰5助数地鳥を逸び．主1・ト・ンド餌功，及
凶司期綱戸い2，・鞘珠・ゑ釦短禰
宜毛イそ・｝，区．
　南半王よ1符1・南極，デーヲーにょり．気候
鋤め禍且断うエて・欠緬、ラ酬劇欄
面・バち1ちであ3・・，尺剰・司・’パ，
恒気象・類ヵ・・夫ミ〈、樗才協差ぺ尺さい
・・署バあ1ゲら未3。・れ署・欠烹、も袖う久
め，z・年耗按玖工・♪菱料があ3・《・〔、で・でさ
3ピづス剃・サ・門・亙んピ．
　口図口卜〉ンド鰭利Kよ・・得らトk五追
　うめ：受｝ヒイじ自伺毛3・∫図ごあ3。　こ∧［幻1く∫ま、弔o
トτくデーハーの手ヌ・取夏日向、干・タ●与代ク・∫／タ7ユ
寄五吟桓山わ．・閤癖釆・後にεδ・レ
56
2い3。　更《・尿矛P／ぶはここ20弓束嵐；星ρvlと～千り
｛〃餉にあ・丘。・毛♂）　薇得5い｝工用・碩
伺1てあ・ジ（こヒ毛3・｝、寄腹繰の1吉1晴1エ、グ〃μ
物（・．ぱ゜咋）であ3。
　こ＾図に93と、牽線1丁菌趣り索｛則り膓o岩
に浩，τあ・・｝．　貿束チりま｛朗でぼ下降の傾伺
1・・：・…　う。　こいす、〕区．（ら屠丈気の芝4し
傾イ司1フも甑畝ヵv認め膓れ3。
　r｝Σパ司靭自s杵1∫．短・・デ〆ヲで宅江藪的工
名蓬τハスペクト1）が碍らト3凹εド1法で鯛杓モ
　　　　　　　　　　　　　　　4了rOっ之、、3ρ
　N一ひ「「ン／ぷ
．・ぷ冊．4・「苦・∠％
　ジの語果，
　8ソ月，／「
　ヶ月ユ？プ
月，プ丁ヶθと
いつk」♀歪へ周
莫月o、今εめζ司～
后。
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昆知差培、・お叶る瞬す川㌶茅一司伎仰組
煤ヒ，1・皇知輸迄艶嬉
（メ・犬・十圏研）・パ藤喜久雄
　　　　　　　　　　　　ネ也⇔抜シ
　和酬・ノ痴・砿砕’L・・1・／侑壕、づZ〈・…ん・
・おり，　・拓シ角長じ肉阜・・気イ繭靭ゴ
・・，・ち・・いぶそ・・’㌧・桁亟・・和戸砕宮
緬詫［酬引梧幽ε茨且し。いろ1窮・考掠
恒ヨ1・よ　，南極・ド廊へ・・ト乏気輪迭週
濯ぶ・バ殉すφ生ば趣垣解帽ε試か己，
　か⇔欠南極妬泳似測隊θタ7・一・タフめ・…　ノ波
4嘱御シじ仁、○噺ヌ、て丁負・「・御れ市畑・
つい・函誌1司判孫旦由測z・ピ，夕翔斗1・
日・・エテ・しじ・ン⇔入把ン㌻・卑斗た’じ・・ソ已ノ乏
ぺ引・圏料」ξ舛知物司ン乞凍乞4ブ輸遂パーτ・。
i姦孝同修、イ季4旦ノパ⑳〉則足功豆．前レラ老かして賜d麦L
カイ，「二。試科・μスナ゜乙・・同倒牢矛衡■医
緬灸疏孝パ8・／りぽ，声りL犬考砲御峰
叡拓レw、⑭嫡C峠7陵ヶ祈了すを印い・ラ則是
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ぽ・刻録錫1橡牢毎・k〈・酬）φ／㌔／・・レし・、
い守分硫差訂1㌔個（・／．。）を！詞い・彦Lr・剃
招鯵・β・、・ソ、以下ブあ・，
　搾吻を主仁ら引蜴膚にお1↑欲目牢鍍
／〃・ソ・○瀦範閣を，解髪，佐猷追度範閣レ・
τ乙。恥舷じぢ・†・殉ちパ値・・降・者4生パ
珍度。みに・　来見さトτ・1うレ考えらレ・
さ垣〉一輌基ぬトお・い沖雪・ハ但・坊
腕鼻尾L・1刻係パら・・，酋吻・ヅ㍉値ゾ乞仇’
穆彦あみトより決走ぐト・・パレ／・・い‥、・
同じ生域温度・／却すゴ㌃，イ依気β下・“エパ’し
τ・14な、』㌔但／・，あれρ下・』’生内しト韓匂づ
ヅ㌔値より尺身い。こ。こと1よ，仏気厚1・よ
h％ド儒んだ・ト逐気が（ξ擁され乙い〉しとε
　　　　　　　　　　　　　　トレ　　　 エ品寸．‡ひ，1］年胸気μバ非／中バニ］…　乞才
拓瞬吻。Jl80値・・，巴・月の14／㍉d（㍉厄・
1｝．いさくな・ていう。こ・こと／・，月午均夕
、垣清，㌧四自臼㍉・8い・傷u斗乞気・
仔終逐・・化・月・り↓戸パ・・r・㌔・と孝シら
／～b　〈画｛／図2）。
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　イム気βじよう1㌔レ協んビ・k乏タし⑳ほ3合をカ
／疹レ入トぽ，1。一撒月川桔。勘ダ亙・㌔ク
～ 〃月φ14彦・δ㍉砲いノ〕Cユ…　二・・と
侍，イ若鰭ぐ」～う・k亙気バ1ユ～丁月　の方ゾワ～
／川1よリ・80レ傷んz・、⑭・とをホし。・・う。
瞬宮⑳ピ0値・・一，注・1・城の広・㍉と弦く周連
、＿㌔海μべ0ピ』rジ・kΣ細仔舘
〆助〔・レτ・後，惰吻φ工夙をく　・・見しτよゲ
ら」∠芝知ρ浮侮色乏」～z〈与遁羅り長Ol・×ぐ
く象碗才トユいるニレがレρ・る・　しr・グ・て，
惰麿は、吃⑳（ダ〔80φ値と生咋づ正ノ妄ヒ〆閣f矛一こ
払　 い　て　　，　二　 つ 　の　　グ　1し　一　フ。　1ン　づデ　｛ア　ら　4！し　参　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き個4φブ・し一フ・Kつ・て低礼、らT，高熟秀
千なら向・垣4⇔気多4坤ガ法玖’しτ・ア4彦
d〈戸0ほLと生成ラ監ノ笈レφ閨／系を元・マ直ス泉φイ嗅
さ。・らア才麿φ生庚’過才呈εメ含討しひ・セのス舌呆，
高気ノエ・下以外・・唯パしτ・P希／わ已昇気疏げピ
牟肉断ピ過程ブ生八・τ・ンと♪ち一。・・ノ・．あ
んβ千幻・L層逆車／勧寸t・・4斥・担随濯・い
所吻ピ乙ばてう毛φとカえら≠パ（回9）。
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みず1・高原，乖彦⑭捻司修イ手組パ・
12・㍉生叔過着
（力犬・，k圏研）　〃蕗宅ス雄
　力夕、・風ぼ多多駆弦く引戸いみみ中・品
　　　　　　　　　　　　　　　ン楓叶か云。み臼詞抽・ンい・大・凌難し・㌦
仁・ヰラ，いス・わ。採転＋仁飛・れっ一
唖賭n田穏ぱを測を・、い嚥旧伎体
紅穴⇔踏し，、パ因わ＿い・考峯、、生
邦ぐ遁芽呈♂陶斗蝸τ多へみτ二。
　川は吊極形聯酬？為・Gタ炉・9フ・畑［・バ
ー ズf・和汀・・湯辺興硬一川㌘・考，れ雅
之τ％・自しい／才科・‥頂・r・・吻試柔㌔頑才・
倒｛力季劉床。剖を〉幻・昭え鴫池に仁げ・ア年磨
，蜴含、デ〈司じ・ブあう．
　解知一汗ず匡W地間。斗回・トラ・・にス咋
七編・・幻・華す。∫㍉／釦・・埠舞変・㌧高
彦如しぶ・び’気勇・劇わ．よ弓／しバ認詞ト
τ㍉飛せ・ヅ㍉但1・品ノ熟ウ、，励パ・川・／・ぼ
一 碑，そいμ・高履ブ・冶度…大ぐくい
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じつわ，1・さくな．てい・，気勇・4、什・・，諸し
しτ㌧、う　ヒ、～1こ一’よ，飛／］旨（う6∫、（30イ、亘＿！よF！…」ノ妄乃v・ノkこ～．
ミく・いにっト五蘇物に小マ〈な・τ・・う．
し・・し，気勇・麦で十じわ・のあ・八とれ・／・、
　　　　　　　　　　ヨ　　　　ユ　巨ば／肋㌦ゑ・・φ局及1・お・・／よ、躍和基培
のア香暫の6「｛801直句菱彰力’こっいて見い　ビぐれr二
い司埠低んμ千…　飛／記ゾ80値・・担く．
高んβTz・φそ十／よ，いぐ（rよ，て　い与。　二の
二Lバイ鼠気μ仁よう180七葛んビ」・芝気り任き乞
バ飛麿・δ％値を犬乏く規制している・とτ
示・ぼ　，飛雪・焙吟パ碑彦ブΩ・と
乞示・・いる。ら緬一2，…M以L・高ノ亥τ・／・，
肩川魂ぬ・飛・託」・・値日司λ手㌧碑・
ゾ｛80個し・戸参4け・⇒｛し・昧映・レ・い
τぶ・・（回1）。
　れ勇・4叶パZ白ρ恨峡ミト・・、・よ、・，仁
みす’巨妄己の飛／珍⑳oト㌔値／よみρ、らノさ仁6・け
て［P・ないが’，元糾褒｛eバ言名・めら∨～，月午均
気珍レ免⑳ン欠の月・　8180角Z均イ阜との間∫・亙
綿・肉係バ見・、セーれ仁・そ・・と・・ら，秋・・
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七he　surface　snow　in　Mizuho　Plateau．
Pla七eau，　East　An七arctica，　1969－1975
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東京から南極地域ま〉の海洋上て⑳
エアロゾル連糸走観測につ川て
　岩井邦£（づ昧教1，伊藤朋之〔籔硝、1、聾激獄・剛
　いエじ’めに：人問漣加・起因するエ．アロゾル
カ鴻力・し、これら力迦球的夫貝模でい与喉の変
蜘こ影響担ぽ』す㍉ヵ滝、念されて・ほこ
方入間起泥のエア・ゾル量1掴然起源のエア
コゾル量に比較しビリなく地球矧模にまでは
拡がらすン司地的なしのこあるとのう観」：則もあ
いエア・コゾル魂細夫糟話；昧鋤・…・
て1疎矢・儂点が多・㌦本撫i興1976年咽拙
から1明ネにかけて入闇；鋤のラ装冷東京から
ノ＼目男浩勧ノが極カノ．レ／巨・，岸〕極ナ迄城までのエアロ
ゾルの全個数（櫛跡芝…2－・1．醐め範1』一
けン揖と呼ば姻・る）1・つりての知鍵得ること
である　．損d定．装置！ようヂ談（1976）1こよ　フ　て書『楚こ
枇竺ポラッ7型のエアコゾ’ル自重カラ則定．菱置であ
り、観測娼了・已のブソンジ’の後の最上評甲板に
設置し巨。測定江0、00多μ刷人Lの・全粒手とo『多棚
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1ゾA二の泣手し力遍こなり戎散皆き通した後の
個数を6令即ぷ安互ぽ了紅．この戎、ご粒
径のおよぞの苧恒つけることかて’ゴる．
遜：麦11煉京ヵ・ら南極地域よで14
られ繍裸を左の欄に示しし続夏域毎にわけ
z示し三ものである．N、。は三ヨll定個数乏累轟度
数乙衷わしμ乏の褻度の他昧からり％目
の値どあり、N、。、Ng。・31司じべ50％目（メデ》アの、9・、％目
隠劇る．N叫N蹴N，，、」1議散誤適しζ得ら
れ三結果州。琴さ患昧する得らψ．1こ耗果の特
徴已と幼ると①　36β（かスkラリアの1力奔イパ5享上）
付立コ・礼半球では観；則さ八たこい宅・イ丘濃
度鋤鴻伎戸（刮値1よ1・・1蹴測②46°5から耐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（暴胤馴では全体的に個数が多ぐ拡散盈と通こな
1・ものと通した場合のエア・一ノのレ濃度の差が
ナごき川ミとカ・ら　、才目支寸的にノ1＼芝な撒立与力v多・・
どとき示す。③南緯645度↓人南・、南極地丁反で
濃度力鴻加しい弓。特にパ・ソクアイ入中で
エア・ハレが多・・こと力滝・・出抽ぽ。＠オ
＿
ストラリアの∂ピ西音｝～8yS～23．5苫のインド詳上ご士ピ較
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15ミ
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女描．圏工了ロゾル肪也事的謝蔓で⇒
重力し。閣す5祈究、　（D
　　・ll助晃（ノ江ソk圏研）㌦禰葬賠奴気研），名帯舛（信夫教）
　　1わい・：也斗刈詑毛鋤走因す3エア・ゾンレ
量・木る十噌加して臼、丁繊的禦そでづ気
イぼ（ぴ影響が懸倉才れzし1参。　人1司注動に走㌢
固す3工了ロゾ）い多くはつ0パどり幻わぐ穴司
寸で仕営的’物握的諸魑矛皇を経ぽ牧・ト粒5に転
札L仁2次粒5ブ，大気1十で・は咳核とし　～水遊一
気，）疑結過程（辻核旧喜し1雪ヒr4・k・弔夜旦
程仁大4な’》．フ響五及ぼ・し一zい3。　Lこうで人
1’E日1毛重力　に起国　す　喜　工アロゾンレは登）i圭三4か・30りV＞6ぴN
〔・餉○・パ司・”ほ硬・・時曙・川也夙的渇
汁的であ▲こ　ヒも考乞られ，地司之的規模で’弓拡
がうにつ・・て頑覗・活足にこ・パ。本研免
吋い碑人彫醐つ暑牌・・極川パいヒカ
乞られジ礼杜c∴エアロゾレ∩粒ま数け抽埆’空
lb、的亥動⑳測足と個儂　⑳工了ロゾンレ粒↓っ乃し営的・
物握的は負列測皇セ1亨1日4・に行って、ん回注動走と
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う阜のエアロゾ）レ司τ也多素的摺模で弓ず重力を解P月す〉
・ヒであ5。今回は，エアロ・ル川しな的’7勿理的巳
復〔・っ・・マ額借13
　　　　　　　　　　　0　§ユ　エアロゾ’／レ‡立1チ　⑳才孝∠、　：　ほ774｛1目～ぽ7841月，穿阜一
a2i和基τ也ド司の；毎上で・大．気ヰ⑳エアロゾ’／レを声4／竃碕’サンプラー
亀1刊いて，「／畠士、η　」仁甲オろCで」4集　しτ二。　　：†4卑してごエアロソ’）し
しな一観顕徽観下で粒子一フー・1・っ・，て形態分祈と試
藻薄膨王1弓5物郁］走五行。仁。
§瑠権・ぽ：図工・妊鋤当　顕↓寸・1毎仁て’糖
ぽ工了ロゾぱ已魂顕軍真吟ビ踊。泊畑粒玩
β岨つ蒋膜（祠隠動才クヲノル髄処理と行，たと
ころ1薄揖苔Lに頑虚度パ’1｝ウムの才斤Z力痴ニガ壱だP払られた。（3兵り
又，エアロゾ1レ：粒3の70％（まβじ㌶一4Z｝で，粒往はレ＜o、／μM⑳レ⑳
・・ラい吐が・確・、肪い・．∬o∴粒拓ほか｛靖渇・k
起…奪袖じ鑓之3一が／・窟皇度あり，粒径（杜〉・・1μ
・いが多・，．一搬・づ銃紅ビザ勧豆粒↓・・
由4ほ・つわ財謁ヒし乙パら2一粒5・は要
なエアロゾンし／ゼあ　5　ニ　ヒ　が㌧←）ρ・　っ　仁。　li日2　｛大13ム（Zz
薄膜Lビっ加ら敬と大き5から三］ら口o膓一
粒㌔数湯煎個加3）とを量叢劇碍硝酵彦分干
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であ3。数汲復はぴ包才晴o、5％でう毛巳化／3
虹わ数叢腹‘・相打3。図2て”IM・・∂瑚α978）
がほヒ払たぶo、汲復｛u賞ん㊧算弓曙が重蔭
，時し・坤ぼ依百任・渓6バ、δo：逝㌔数
叢復・重量叛吻特o〃∬～緬゜δ乏除・，て丙半砕で
ほば一梼（・分可して・パ・ヒか・れパ。従・
マ地蜘醐克”詞と、犬酬の∫o膓一粒与（・は
人宏阜・、らようも自変埠・・らっ寄ぶ・が・大了一
ヒ者z膓れ▲。
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日召和基地1・和アるエア・ゾル
逼ヰ観測にっりて一ノ弄報一
　．岩井チ和‡7　（信ソllう大㌧教青）
　§ユ　はじめ1こ1南極地域は人間治勤1こよ
り発生すろエア・ゾル伽・遮く離れて・ほ
ことぼた一評分Σのぞ□て大評・分対雪はラK
にお・わぷておリ植物もほとんピ無・バとか
抽然党生源のエア・コゾル4少な・已とか予
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　』L卿萱一一1測定．装置は工†o
（i碑6）にょ・て開発これたポラック型のエアロ
ゾル自勤測定装置であろ　．：則セほ半径約oo」多μ例
・且の粒辞けさ通減散康通して；貝淀し
rこもグ）　と、そ4Vより　もノ1＼こ／よオ乞Z．3二をも；勇り｝走こて”～
る逼嵩の測定ξ5’分闇隔で交工に行芸つた．
測定場所杣呂和茎泌碗買境村学棟四七東の
一 窒ご＼才糠扇用の）慈に孔乏あけ」弔臣4c㎝
のパイプ乏主風向（北東）偵・〕に約1伽っき出る様ド
餉つげ空短採集しτ一北から東パの風
のいは地から土、時染の影零｛エはとんど
なかパガ面よソの風ヒ冬期南東の風のとき
1璃地の汚染およ・ノ：・観測．棟の暖易の影響を受
口た　、
⊇塁：第1図の下に門ワ年2月か鋼ワ8
年⊥）捻でのユ年周の日々の最低壇度値と元、
す細実線ほ通弟の測定糸1日碗絢減散妄
孟したいの値でゐる．太実緑江ワ日問の移
勃平均ごあろは年ξ遣じ・Z見ろと、5月旭
ワ月にカ・汀ての4せ月にはlooつ輪1止下で少なく
∫1肋ら烈餌τ1めゑ朔｝ヲ訴2・・働卿個婿と
若年芝化があろユかし日々の変○まヵほ
リ入きく、特にブヲプー1＼日寺口瀞穏晴川・
倍吠上．憎カロすると乏力1：あつ良　。9月1人降にほ
　　　　　　　　い　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　 ?　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベノ乞水まで’と比・ぺてブリ亡一1ぐヨ才セそ八天呈壇力D
ヵ：見ら樽か・た謂ワワ年の日呂和基鍵の固已
1‡午1→の未・から5．弓1（か1ブて闇力く薩フ．スブ土、ワ・8
月は暖ムであり、ブリザード時に飼し方のイ
ンドう拓影響が漬く出て、・ると考えら肪。
9月になる（ノ司温も早年立に下がリ、泡氷、ゆ“
沿岸より3・りKぱく広が・）海の景博がツなく
な・たと考○れる・エア・ゾ；レ濃度かβ期
に少なく夏期～・多りの1よたア易光1・よる光化
学反ノた・カ：』メにぱなく　、夏一こは白夜である尺あ
に孝姦ふろ汽冴）と思わ4てる　．エアロゾ’ル粒チの
ノフ・
?
　　モ1児
?
斗9
??
一
、
、，???
???，?
tよ??、つに
???
O
?
令????????????．???（?????????
⌒句??）???????????????」??
Sep???
55
?
?
　南極尺気・散射冷却傭）　’ll・フ項男酪地刷
OI4じ’めに
　勧極尺気内）K射冷▲7り強さの訴⑭1含、犬気
ナ（侮畷の機構t解9月1「3工佐チ可突び弓のz“
あ3。　ご・で1≠えず㌧れ芝鯵是す5」ヒビの境
罵条件℃与3地表功粒射牧支ε担う。　λ又射祖（
支の中ゼ日射牧支の観ラ則竿昔戻げ、アルベドが
ビ1・多ケリ問題，δあ3バ数％ρ該差ビ・阜走
力∨’乞ヨ、う．　－7唱εラ炭・長力文別↓・っ・・て・さ・精友ρ
甚い概測ザ゜困斡べ、るパu碁地っ勘L蓼〕値り、干ヒ
！｝カ＼虜よ1ヌ是向視され3苛力〆ノ）3．
。
　≧〉してりち元σr基；也で、ノ76δ与、1㌦錫ノZ堅くんε
疋伽㊨吻ル』ぞ秘劉したア㌧クーε使っち。二ρ型ク
裸・1器は、与ラ震長汝射のみり残▲1ネ〈乞簸ほ拭島い
バ、口¶可＾あ3¶楊合ば▲委）均題〆乃3．　：功ため長
；‘毛芳気射ろみの場合にっ口τ／緕柏L、ラ墜反w元足
射内、対｛4‘オξ力、u射〃力31移合k二功痴傑£
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r万。タ又・オ⇒碗測侮吃ケ痴ツク・ち。
56
・諸采
　ア　’田zφ蹄尺吋。地ム纏度↓る蒙・茄負墓）・w
ψ欠。幻か京プ。わヲか勧線’‥徒・牢均
値‘柔ブェ南硝⇒老人ゴ念～れ・・3．　丁倒？
㍍射、地工気潅・肉偉をβ．。㎡．夕験式∠富・
・才めラ。　戸・ゲπ“r醐臼〃刎τソ・ロ・が’・ぐラツキ
バ’ ×き∨・。
2、　，ぐラ ツキ　のβ、1］匡1功，っハ3膓iラ毘」り7苔↓也逆！尭£へ
‥・4・・パワ、吋を力慮い新系式．・は・
採・寿時ぐれる。
　　〆・・佑・．す臼、・・鳳）一〃・〃一短伽e・♪・ρ一”’
　プ・～＋－13・％｛耕⌒泣阜ゑ舟唖・わψ〃蹴・〃嫌”値
　竜元ブ．4τ＝万”一兀雀ρ・巳一烏
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ぞ移地逆転・脊遠ブ3ナケゼ1争、・紅千ゼ・ム嚇吻
ば‘，1、さく〃。（〃ノレ』伍。の．
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昭和基地こ於け3短波長放射特椎
　　　後藤良三゜・村井潔三｛気象そ済1
一 序一
大気汚梁物賃のうちエーロ・ノ九粒子は大気
に入射す3太陽放射エネルギーにラ→し、散乱
・0艮収の杏h果左起し　．白身寸り《支のバ’ランスに
橦々の・影響左与え3、．精密分光測定の空白で1
あ。た昭40基±セに於て観測とZ〒たったb
一 方法一
　令光日射計によリ直達日射量の介光潮定（
波長蹟・35～2．0戸）を行1、、エーロ‘ノ“ル
によ3消・散係数の波長令布左寸ミめ大気の混濁
の状貧§頃左知さ　。
　　1｛λ）＝・工。1λre詫べm
　　τ1入）＝’乙Rlλピ’トτト11λ）
　　　　1調：大気外で1の波長入の日射強度．
　　　　工ω　二世表面上で・のヲ皮長入の日身寸強度
　　　？囚1消散係数
　　　　m　　l大気昆各ネ呈
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　　　τR囚1空気分子の散±いこよ3消散係数
　　　τ川、いエー□・ノ・ルの散色し1ば3消昔1係
　　　　　　数．
一 装置の楓要一
　●光部・ネ隻式介光器・ディテクターの一d式
と赤、道｛義に・粂tとたも　の　で・　．直キ呑太陽ラ5向に分
光器の入射スリット：と細†3よう1こし7光学
系左簡単にしてお3。分光器はグし一ティン
ゲとプリス・ムの組合せの複式分光器・、ディ号
ク9一はフオトマルヒPb芯光噂電セル主用日
た。
「一一一　一一一一一　一一　一一一一一鴫’1
?
1
1
1
1
L＿＿＿＿＿　＿
一餐貝測側一
　1『76年IR下匂より1477年IR上
旬まで・のE責天で太陽烹｝妻136y人上の已糸りも0
60
日の観測圭．行6つ左。
　汁1図に消散係数の波長分牢の測定例を示
才⇔ヒヒ較のため束京のイ列左示オが・矢豆力、1］波長
で内±せと大きな違U七㌣見らカし3。
オ2図は才1図↑こ示した：睦分存にミ鎌寸
3エー・ソ・1しの絋昼分ヰ左示したセの袖3
刷、セ儲並径では内地の値1い。住以上とな
ってい3　。
??2?
　　　　λ　　　　　　ロm　　　　　随・tid・6。dius（μm）’
オ1図　　　　　　　うト2図
消散1織の波長分牟　工一・ソ1㌦しのま立径分硲
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南極大気．の放月す特］生（序．）
　　　　　　　田ヰ正之（劇ヒ大）
南極において1エ、表面が反射率の高・雪プκ
で被われてuるために，地衰面と大気層（と
・K勧の問・て犬賜放射の弦い多皇反射が生
じ，・のため雲の放射特怯など1≠中堪緯度
におけうとは大き時ると予紗れる．放射
エわしギ㌧つラ帯留によツ，気体成分・吸帆吻
大きく吏Lうれ5だ弓う．一オ，酷外放射K
ついてld，南極大気の但ラ星度のたあ1・，二酸
k炭素やラ紗駈粒手パ鱈など酩美嘗llが粕対的
1て重要とな3　ことカベ考えノうれ．ri≦。　二れう・♪点、
を喬1ご合白ク　に　ソ月　ら　　カ’　に　す　　う　考　2し　で’あ　　る　・カベ　，　今　回
ぱ特・・地ふδパが下層大気の放射工わげ一
収支におよぼす影響にっ1・て論ず弓。地ふ6c
き・際の蕪雪粒子の粒度分布、濃度ヒ吃・垂
直・分布などにつ⑪マ現実的なモデノしき採印｛、
対易放射の玖収と糖し，赤タ隊4†の啄収・散
乱，放出をすべて考慮一た計響結果き示す。
